
国民の森林へようこそ

令和８年度 管内概要

林野庁 北海道森林管理局      

留萌南部森林管理署

も り

国民の森林・国有林

【暑寒別岳】
〜日本海に沈む夕日〜〜暑寒別岳から望む残雪の増毛山地〜



国有林 民有林 総数(B)

増毛町 36,972 11,255 22,021 33,276 90

留萌市 29,781 16,199 8,358 24,557 82

小平町 62,722 33,811 22,023 55,834 89

苫前町 45,460 30,861 7,491 38,352 84

総数 174,935 92,126 59,893 152,019 87

注1)  区域面積は｢令和７年北海道統計書｣、森林面積は｢令和６年度北海道林業統計｣による。

注2)  国有林には森林管理局所管の国有林及びその他の国有林を含む。　

市町村 区域面積(A)
森林面積 森林比率

B/A

留萌南部森林管理署は、留萌振興局管内南部の１市３町（留萌市、増毛町、小平町、苫
前町）を管轄しています。区域面積（１７万５千㏊）の８７％（１５万２千㏊）が森林で
そのうち国有林は９万２千haと区域面積の５３％、森林面積の６１％を占めています。

河川の上流部を占めている国有林野は、水源涵養機能及び山地災害防止等の公益的機能
を発揮させることで、下流域に位置している市町村への貴重な水源を与えるとともに、農
地及び沿岸地域の環境保全を守る役割をすることで、地域住民の暮らしを支えています。

また、最南部の暑寒別岳を中心とする地域は、豊かな高山植物や優れた山岳景観を有し
ているため、暑寒別天売焼尻国定公園に指定されており、自然環境や豊かな森林生態系を
保っています。

公益を重視した管理経営の一層の推進
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古丹別森林事務所

三渓森林事務所

留萌南部森林管理署 達布森林事務所

民有林

39%

国有林

61%

森林面積の割合

留萌南部森林管理署管内図

森林の現況（市町村別土地面積及び森林面積）

増毛森林事務所

西幌糠森林事務所
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機能類型にふさわしい
森林の取扱を進めています

小平ダム（小平町）

霧立地区災害復旧（苫前町）

暑寒別岳（増毛町）

良質な水の安定供給な
ど水源の涵養機能の発
揮を重視すべき森林

水源涵養機能の発揮のた
めの森林整備を図りつつ、
広葉樹の導入による育成
複層林への誘導等を推進
し、森林資源の有効活用
にも配慮する。

総面積
92,705ha

自然維持タイプ
7,717ha  8％

水源涵養タイプ
54,379ha 59％

森林空間利用タイプ
1,203ha 1％

山地災害防止タイプ
29,406ha 32％

山地災害の防止や土壌
保全機能の発揮を重視
すべき森林

森林に対する国民の要請は、山地災害の防止や水源涵
養に加え、地球温暖化防止、生物多様性の保全、森林と
のふれあいや国民参加の森林づくり等、多様化していま
す。

令和３年度に策定した留萌森林計画区の「地域管理経
営計画」では、こうした国民の要請と期待を受け、留萌
南部森林管理署の国有林野を重点的に発揮させるべき機
能により以下の４つの機能類型に区分し、持続可能な森
林経営に取り組んでいくこととしています。

下層植生の発達を促進す
るために適度な陽光が入
るよう密度管理を行うと
ともに、必要に応じて土
砂の流出、崩壊を防止す
る治山施設を整備する。

原始的な森林生態系や  
希少な生物の生育・生
息する森林など生物多
様性保全機能の発揮を
重視すべき森林

原則として自然の推移に
委ねることとし、野生動
植物の生育・生息環境の
保全等に配慮した管理経
営を行う。

水源涵養タイプ

保健、レクリエーショ
ン、文化機能等、森林
とのふれあいの場とし
ての機能を重視すべき
森林

山地災害防止タイプ

自然維持タイプ

保健・文化・教育的利用
の形態に応じ、景観の向
上やレクリエーションを
考慮した保育や間伐等の
適切な整備を行う。

森林空間利用タイプ

機能類型区分 森林施業の考え方

ふれあいの森（留萌市）
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公益的機能の維持増進のために
さまざまな取組を進めています

土砂の流出、崩壊の防備や水源のかん養機能が特に求められる森林は、｢保安林｣に指定
し積極的な森林整備に努めています。

管内の国有林では、全体の６６％の約６万１千haの森林が保安林に指定されています。
これらの保安林には、災害を防止するための治山施設を設置したり、崩壊地の植生を回

復したりする「治山事業」を実施しています。
また、施設の整備など森林土木工事では環境にやさしい木材を使用した工法を積極的に

取り入れてます。

原生的な天然林を保存することにより自然環境、野
生動植物の保護、遺伝資源の保存を目的として保護林
に設定し、適切な管理に努めています。

増毛グイマツ遺伝資源希少個体群保護林
（増毛町）

箇所数 面積(ha)

4 24.02

西幌糠ミズナラ遺伝資源 1 8.69

増 毛 グ イ マ ツ 遺 伝 資 源 1 4.28

達 布 ヤ チ ダ モ 遺 伝 資 源 1 5.00

古丹別トドマツ遺伝資源 1 6.05

種　　類

希 少 個 体 群 保 護 林

保安林面積
60,906ha

谷止工（留萌市）

保健保安林
1,114ha 

干害防備保安林
742ha 防風保安林

75ha 

土砂流出防備保安林
10,229ha 

水源かん養保安林
48,746ha 

保安林の整備と保安林種別面積（ha）

保護林の設定

木材利用の推進

木質バイオマス利用推進を図るため、庁舎１階のエン
トランスホールにペレットストーブを設置し、普及啓発
に取り組んでいます。

また、各種公共工事等に間伐材等の木材を積極的に利
用することを推進しています。

ペレットストーブ
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国土の保全や地球温暖化の防止等、公益

的機能の高度発揮を図るため、森林整備事

業や保安林整備事業等の推進による積極的

な森林整備を実施しております。

特に間伐については、選木の省力化や効

率で安全に実施できる間伐方法として「列

状間伐」を採用し、ハーベスタやフォワー

ダ等の高性能林業機械による間伐を推進し

ています。

また、間伐材等の安定供給のため需要動

向を踏まえたシステム販売の推進や、物流

の「２０２４年問題」への対応も考慮して

共同土場（ストックヤード）を活用し、輸

送コストの低減にも努めています。

高性能林業機械による間伐

造林、保育、伐採等の森林施業を効率的
に実施し、木材等の搬出を効率的に行うた
めには、幹線、支線、分線の役割を踏まえ
た林道(林業専用道)等の路網の整備が大変
重要です。

そのため「林業専用道」は、地域の地形、
地質及び気象条件等を踏まえ、安心・安全
な通行が可能で、被災しにくい線形・施設
機能を確保しつつ、土構造を基本とするな
どコスト面も考慮し作設しています。

林業専用道（苫前町字三渓）

効率的な森林整備と木材の安定供給

路網整備の推進

留萌市との共同土場（ストックヤード） 列状間伐実施個所（留萌市）
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流域を単位に民有林行政と
連携した取組を進めています

民有林と国有林が連携して流域の森林整

備や林業・木材産業の活性化等を進めるた

めに、森林管理署のほか、留萌振興局及び

管内の各市町村をはじめ、多くの関係者に

より「留萌流域森林・林業活性化協議会」

を設置しています。この協議会では分科会

を設置し、留萌地域における森林資源の循

環利用の推進等に取り組んでいます。

留萌地域林政連絡会議

留萌地域における森林資源の
循環利用推進分科会

留萌流域国有林野等所在市町村長
有志協議会（羽幌町）

留萌流域国有林野等所在市町村長有志協

議会等を開催し、留萌管内の国有林の取組

課題の説明や各市町村から国有林に対する

意見要望を集約し、各市町村や民有林にお

ける森林整備の促進や留萌流域の森林・林

業活性化に向けた取り組みを進めています。

留萌振興局と留萌北部森林管理署と共に

「留萌地域林政連絡会議」を設置し、地域

の森林・林業・木材産業における様々な課

題の解決に向けて、地域の資源、市町村行

政、森林組合、林業事業体などの現状等に

関して双方での情報共有を実施し、連携し

た取り組みを進めています。

留萌流域森林・林業活性化協議会
（留萌地域における森林資源の循環利用推進分科会）

留萌地域林政連絡会議

留萌流域国有林野等所在市町村長

有志協議会
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急傾斜かつ起伏が多い地形（下刈予定地）

森林整備における
低コスト化・省力化への取組

UAV機器を活用した撮影は上空から俯瞰して
森林の現況を把握でき、効果的・効率的に林況
を把握できます。

また、災害被災状況調査、地況林況調査、境
界巡視等の各種業務における撮影データの３Ｄ
化等による活用推進に取り組むとともに、活用
範囲の拡大、UAV機器の操作技術の向上を今後
も図ります。

地況林況調査の手法と
しては、従来から標準地
調査等を行ってきました
が、より効率的な調査手
法として全方位３６０度
撮影できる「全天球カメ
ラ」を活用し、調査の省
力化に取り組んでいます。 

全天球カメラによる天頂写真

UAV機器（ドローン）

全天球カメラ

ＵＡＶ機器や全天球カメラの活用

地上3Dレーザーの現地調査

「低コスト化・軽労化」の取組と、民有林関係者等への情報提供及び

 連携支援

再造林・保育作業では、林業の新たな担い手

確保が困難となっている現状であり、高コスト

で労働負担の大きい下刈作業において低コスト

化・軽労化は避けて通れない課題であり、課題

軽減の取り組みとして、効率的な森林整備を図

るために機械化を進めていく必要があります。

下刈作業での「低コスト化・軽労化」の取り

組みとして、昨年まで人力により下刈作業を

行っていた、急傾斜地で細かい起伏が多い地形

の造林地において、リモコン式草刈機等による

下刈作業を行い、条件の厳しい地形での取り組

みについて成果・検証するとともに現地見学会

を開催し民有林関係者等への理解と普及に取り

組みます。

管内の自治体林務担当者との連携支援を図る

取り組みとして、基礎的な林業技術 (UAVの

活用・地上型３Dレーザの操作説明及び現地調

査について)等の勉強会を開催し、森林技術の

知識及び向上に取り組みます。
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国民の森林にふさわしい
開かれた国有林を目指します

ボランティア団体等と森林管理署と協定

を結んで、自主的に森林作業体験や様々な

アイデアを生かした森林づくり活動、森林

の豊かさを理解したい等、様々な活動を楽

しむ場として「チバベリ・ふれあいの森」

というフィールドを設定しています。

留萌ライオンズクラブと協定を締結し留

萌市立潮静小学校児童と一緒にカミネッコ

ンを使ったミズナラ植樹を行う「どんぐり

作戦」を支援しています。

学校、地方公共団体、NPOなどと協定を結び子供達が様々な体験活動や学習活動を行

うフィールドとして、苫前町教育委員会と協定を結び「森の楽校 サンケベツ遊々の森」

を設定し、苫前小学校、古丹別小学校の児童を対象に森林教室を実施しています。

令和7年度は、森林散策については熊出没により中止となりましたが、教室内におい

てアニメーションを活用してキノコや動物などの話を聞いたり、森の中にあった木の実

や葉などを使って万華鏡を作るなど、森の恵みを体感する活動を進めています。

ミズナラの苗木を植える潮静小３・４
年生（どんぐり作戦）

散策しながら森の話を聞いている
苫前小１・２年生

思い思いの万華鏡を作成している
古丹別小１年生

協定締結による国民参加の森林づくり

ふれあいの森

遊々の森
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暑寒別岳 暑寒別岳頂上

スマートフォンのカメラで
下の二次元バーコードを読み
込むと増毛町役場ホームペー
ジの暑寒別岳情報のページに
アクセスできます。

管内最高峰で日本二百名山に選定されている暑寒別岳（標高1,492m）は、日
本海を臨む雄大な景観と可憐な高山植物が魅力で暑寒別天売焼尻国定公園に指定
されており、自然環境の保全が期待されています。

増毛町側からの２つの登山ルート（暑寒ルート、箸別ルート）のうち、国有林
にある箸別ルートは、登山口に避難小屋も設置され、多くの登山者が訪れます。

暑寒別岳（日本二百名山）
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注１：造林の更新は、新植、天Ⅰ地拵・植込の合計である。
注２：造林の保育は、下刈、つる切りの合計である。

区 分 単位 令和8年度 備 考

販売量
立木販売 m3 10,300

製品販売 m3 12,000

造 林
更 新 ha 0.0

保 育 ha 353.53

林 道 新 設 m 0

治山事業 百万円 40

平成２５年　４月    一般会計化に伴う内部組織の再編によりグループ制となる

平成１３年　８月    達布事務所・古丹別事務所を廃止

平成２２年　３月    新庁舎が完成し、沖見町２丁目７１番地１に移転　

平成１１年　３月    北海道森林管理局旭川分局留萌南部森林管理署となる

　　　　　　　　　　　　　    達布営林署・古丹別営林署を統合し内部組織の事務所になる

大正   ３年　９月    庁舎を留萌に移転し留萌出張所と改称　　

昭和２２年　４月    林政統一により旭川営林局留萌営林署と改称

平成１６年　４月 　 北海道森林管理局留萌南部森林管理署となる

昭和２７年１１月    新庁舎が完成し、錦町４丁目に移転

明治２４年　４月 　 御料局札幌支庁増毛出張所開設

昭和５４年　１月    北海道営林局旭川営林支局留萌営林署となる

主な事業量（令和８年度予定）

沿 革
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地域技術官

〔達布〕

〔達布、滝下、川上〕

〔古丹別、奥古丹〕

首席森林官

森林官

〔三渓〕

【総務グループ】

首席森林官

森林技術指導官 森林情報管理官

次　　　長

署　　　　長

首席森林官

〔増毛、幌糠〕

森林官

〔西幌糠〕

事務管理官

〔経理〕

総括事務管理官

主任事務管理官

〔総務〕

〔森林育成〕

地域技術官

【業務グループ】

主任森林整備官

森林整備官

〔資源活用〕

森林整備官

総括森林整備官

主任森林整備官

〔経営・森林ふれあい〕

主任森林整備官

〔土木・治山〕

古丹別森林事務所〔古丹別、奥古丹担当区〕

三渓森林事務所〔三渓担当区〕

　  〒078-3621　 苫前郡苫前町字古丹別1011番地

　  TEL：0164-65-4349

増毛森林事務所〔増毛、幌糠担当区〕

西幌糠森林事務所〔西幌糠担当区〕

　 〒077-0037　　留萌市沖見町2丁目71番地1

　 TEL：0164-42-3030

達布森林事務所〔達布、滝下、川上担当区〕
　  〒077-0463　 留萌郡小平町字達布

　  TEL：0164-58-1065

組 織

令和８年４月１日現在

職員数 ２２人

森林事務所の所在地



苫前町

〒077-0037 北海道留萌市沖見町2丁目71番地1
  NTT 0164-42-2515   IP  050-3160-5730

小平町

留萌市 増毛町

231
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「沖見町2丁目」
バス停

● 留萌南部森林管理署

旧留萌駅前から
①沿岸バス「留萌市内近郊線

Ａコース」乗車
②「沖見町2丁目」下車
③バス停から徒歩約100ｍ

・車いすでもお越しいただけます
・多目的トイレを設置しています

●税務署

-１１-

旧留萌駅

管内４市町ホームページ（観光情報）のアクセス先

留萌南部森林管理署の所在地・アクセス

231

庁舎バリアフリー情報

市内バスを利用する場合
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